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令アジア経済研究所4カ年肝直

アクア純情研究所は./11{利1391f-l立を初年度・と・ずる 4-J.1 

年H岡有策定した。この？.・I・l闘は， i昭和4忽年If.£において'ZlO

名を脱する研究所を?i'ii1立する二とを問的とするものであ

り， また｛民IJB発闘の経済発展の諸条件に関する鵠本的IUJ

filiを， 1:1.ヰ際政治・経済のt1Y~.造変化のなかで位Ii~，＇.づけなが

ら究明し，ひいてはわが闘のf（易肱大と続済協力の促進
に抗するような捌技研究体内j宏雌立するものでおるο

ニのため，当研究所が4カ年計ji!IJのjリmoにおいて行な
う市柴活動の基本万全！・は，つぎのとおりである。

(1) 計四JtJJll',]i~. おけるn月庖認識を明耐にたて，それに

基づいて低開発地成の経済発肢の諸条件とその可能性に

ついての問主研兜を行なう。

(2) j也械の特殊条件をふまえた剖前研究を行なう。

（ゆ現地制:tf.および民地~料にJ占づく淵布研究に：m：点

をおき．同内部j点研究を詐if~に辿黙させる。

μ）貿易~統計資料を中心とし亡，各組統計資料の収集

主体系的分析を強化する。

（的調査部題の基礎的研究主主も！と，政治経済動向の

組織的な分析を強化す為。

（ゆ資料活動を強化し，わが聞における低開発地域に

閲する資料センターの役割合県たす。

(7）情報処盟主t機賊化して資料処理の能率をはかる。

(8) 広叩， i:HJ庇活動を摂，，u「Jるとともに；町在および行

料に却する参考〈収談）活動を強化して研究所成果の迅

速かっ迎確な普及をはかる。

(9) 閣内関係諸問閣との間に，調グf..ff料情動の協力

体制を整備する。

帥調査研究成果の向際的な交流をはかるとともに，

調査研究の国際的な協力，民1係を確立する。

.了アジア経済の長期展藍計画J作業選倍状況(11月分）

：総体予測委員会う

に委員会のUrli桂

(1）総体予測委員会ヒアリング

京北大助教段坂－ド持氏を；11Y；師として，総体子

i町委員会で操肥した予測lモデルについてのllUJ起
点についてヒアリングを行なった。

(2) f’｛易小~民会（11月 291:1)
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貿易HI：計作来の経過の泊仰と戚内l附I.I ＼封（［~／・iこ

i処jずる方訟について汁！硫を行・なった。

2. :}I'.務局の作業状況

(l) 中II日報告のマクロ予iJl'.f(ゲiのllf.検討・

(2) 部門予測の方法論検討

（：））域内輪1:11のトレンドによる舵計

(4) 貿易マトリックスによる愉入係数の岱IHおよび

•'.i/jjtl{および輸出官Hffi計作梁

3. 今後の予起

(1) パキユタン，タイ，マラヤ:i]邦，インドネシア

についてはマクロ予illlJ(i／.（を碍計算する。

(Z) 部門予測については， GN P弾性仰による推計

結果と総投資簡を変放とした推計式による結果と

の！照合を行なう。

抗料的に可能な凶｛ニついて別の予測方法てど用い

ての試算を行なう。

(3）域内向け輸rnの推計として，域内向け愉l封のウ
エイトの大きな商品の輸出推n・t-およびず｛易マトリ

ックスによる輸出揃の推計作業。

〔工業委貝会〕

l. 委員会の開催

なl..c

2. 事務局作業状況

(I) 生産予測の方法論を検討し， II守系列， t.1i報，問

際比1院にlfi：点本：＇:t，）き，マク n・モテソレとの！剥辿民

おける分析は，さらに検討するニとにした。

(2）機械統計安整備

3. 今後の予定

12月中旬まで上記における良則前を問す。

〔出業委民会〉

1. 委員会の開催

(1）第28問委民会（11月9日〉

国連FA Oのi!!f産物需給予itl.4にl泊するアツア・
極東専門家会議（9月30日～10月Ill:！，於ニュー

デリー〉の伺j羽報告 C＊谷山委日〉。

(2) 枕29問委民会（11月 14~－！）

｜司述貿易会議の帰朝報告（逸見番良〉
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(3) fl.~301副委民会（11月21 目〉

砂献の需要予測艇の報告（平野委品〉および拘h

附版科の生産予測艇の検討（筒井喬品〉・

i. 事務局の作業状況

{1) 国別に般類全体たまとめ， ＇，At~のi射性弾性f也を

試算。

(2）耐品j]lj予測に平行して， l蛍別にl!!k~全体をマク

ロ的に分事「する方法の検討を進める。

3. 今後の予定

(1）今までにi試算した悩要予測仰を：~j般討し，対象

前lr.:：を自給作物．輸出入作物，食組，封I：食糧など
のグループ封！JIこ；1,；要予測を行なう。
(2) 国｝］IfJ:k栄部門全体の需給バランスを予測するた

めのデータを収集長現し，推計を行なう。

［資源委員会］

1. 委・員会の附骨u
林露見が八幡製鉄（株〉，三井金凶鉱梁（株〉，住友

商事（株〉，石illJ鉱業連盟，岡本予J{先制1（株〉，梅外電

力調査会などの各委員を歴訪。民続報告の基礎とな

る各品目の国別生産，輸出，内協の!J!m'tおよび1970

年における展望他を危ならびに企組について確定す

ることを打ち合わせた。 12月4日資源護員会を開催

のよ，これらの統計的諸資料を香員会として決定

し，ただちに告番良などが最終報告の執筆・に着手す

る。

2. 事務局の作梁状況

(1) EC AF E経済II日発，催前計i凶作梁班日ボート

:'1980~，二いたる域内部国の貿易展望」の侠討

ω） 中間報告エネゾレギー・バランス表再検討のため
の準備

3. 今後の予定

(1) l次エホルギーのうち訂以にほJする各凶」MMの
敏討

（的貿易委員会の鉱山した輪山入数他と資源議員会

民よる附出入組との締－盤

。「アジア経演の長期展望計画」作業進捗状況（12月分）

（鞠盤委民会7

l. 委員会のrm悦
(1）小委員会（12月19A)（妥員長泌総会議〉

事務局よりj泣終報告についてのタイムスケヨュ

• －，レが~止案主れ了j[f,を f!J.た。政終報告の基本的態

度について調整委員長より要望がなされ，各委員

会の研究進捗状況およびHll地点が討議された。

(2) 第31自制盤委員会（12月24日）

委員品より研究経過の，誕明があり，最終報告ま

での予定が決定された。各委・員長より作業進捗状

況および今後のスケジュールが報告され了承され

た。

［総体予測妥tl会〕

1. 委民会のUIHUl

(1) ヒアリング (12月27日〉外務省欧州経済統合制

査団報告

よ記詞1.f.間負であった三井物産の大庭民より

EE Cのf｛易会議についてヒアリング脅行ない，
EE Cのf（易拡大政策について特に後進地域の閑
主1!について．雌近の情勢をl~tJ& した。

白J i~（易づ、薬品会 （12月 9 日）

貿易 J トリックス（19的年および印刷王手） ι越
づき逆行列去を作成， 1970年の北米および欧州の

楠入~－~；嬰を外生l度数として与えるオープン・モデ

ル！こ基づく挑計自立に！均して討議。尚1W1i1J.国別，

輸出推計に閲して討議。

2. 事務局の作業状況

(1) マクロモデルによる予測他につき資料の不備な

点、について改善を行なった。

(2) 部門別子測について方法的研究を重ねた。

（ω国別，尚『守15111，輸入m袈’1J111性他の計算および貿
易マトリァクユiニもとづく愉出舵1H・他の整理。

3. 今後の予定

(1）部門予測については総投資を説明変数にするこ

ととし，これを述立モデル民組み入れ，その他若

干の点についてモデルな改良し， 1写i-1・ 'ff.を：~施す

る。

M 19的年， 61均三の貿易マトリシクスを結合して，

それにもとづき逆行列の官1・1i（および輸出推計他の
ri111を行なう。また，商品，JIJ,I割別．納UI推計f'p
2提唱と行なう。

〔£告換委員会〕

l. 寄与i会のIJ制限
(1）節31問委此会（12月3“〉

121 



所 報

i6l:終報告椛成の決定と品E別需要予測値試ii結

換に基づいて切裂予測の方法を再検討した。

。）鰐32回妥員会 (12月19日〉

事務局で試算した品目別稲盛予測値と生産予測

他とのつき合わせ，検討を行なう。

(3）第33凶委員会（12月26日〉

事務局で試抗した全・殺類〈グループ〉のm袈お
よび生産予測位の検討を行なった0. 

.2. 今後の予定

(l｝企殻類の市袈予測flliについては事務局でさらに

分析を進め，来年早々までに宙定的結論を出すc

〈ただし，砂悩は終了〉

(2) 品目JJIJ需要予拠自立については各委員が事務局の

試算｛直を検討して来年1月中fこ結論を出す。

(3）商品予測を進めて良栄部門全体の展望を行なう

指標として国別出梁生産指数作成のためのデータ

をまとめるo

〔工梁委員会〕

1. 委員会の関側

(1）第四回委員会（12月19日〉

予測の方法論検討。最終報告の内容について訟：

見交換。

2. 事務局の作染状況

(1）硫酸，カセイソーダ，ソーダ灰の最終用途別抗

み上げによる需袈予測｛砲の部出。

（的機峨，セメント，紙の生産状況と輸入需要に関

する情報の収~o

(3）肥料に珂する ECAFE会議に提出された報告を

検討。

3. 今後の予定

対象品目の生産民自l他の鉱山（1月中〉。

〔資源喬員会〕

l. 委員会の｜刑拙

(1）錦沼田委員会（12月4日〉

最終報告の議礎となる統計的諸資料について，

八服製鉄（鉄鉱石〉，住友商事（ボーキサイト）， 71.:i 

制l鉱梁述盟〈原i出〉，目：本何発柚〈石油製品〉およ

び海外電力調査会〈電力〉の各委員から作拠巡紗

状況を報告し，今後の作諜について打ち合わせた。

（の小委員会（12月4日〉
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ニネJレギー関係の石油鉱業述盟，日本事ll発削山

よび海外電力開査会の各委員聞で，相互に関述の

ある韻計数等の取り扱い方について協議した。

(3）小委員会（12月10日〉

海外電力調査会と電力供給，電源！別発所要資金，

火力発電加燃料消~坦：〈石炭，テ’イーゼJレ仙， m

拙および天然ガA~0の展望方法を打ち合わせたc

ω小委員会（12月'Zl日〉
．八幡製鉄（株〉 鉄鉱石

三井金属鉱柴〈；除〉 ス ズ， 制

住友商事（；除〉 ボーキサイト

右出l鉱業辿盟 原 拘II

日本抑発制I（掠〉 石油製品

海外電力調査会 電 力

三井鉱山（株） 石 此

の~委員らとそれぞれ個別に議終報告の越礎とな

る胤作成の統計的諮資料を検討し，今後の作謀に

ついて打ち合わせた日

また，各委員らはおそくも l月中までにこれら

統計的諮資料を完成し，これを基にして最終報告

草稿の執筆にとりかかり， 1月中に第1次草秘を

とりまとめ，資源委員会に諮るスケジューJレを決

定した。

2. ヒアリングの開催

(1) ECAFE経済開発計画作集部会（9月末パンコ

クで開催〉報告（12月6日〉

時師 経済企画庁 円掛寺 1官民
ECAFE 事務局作成の「域内諾－同の1980年にい

たる貿易展望」を中心として貿易予測値の問姐点

についてヒアリングを行なったo

3. 香員の依嘱

資源妥員会の調進対象品目に右民を追加すること

とし（これにより計8品目となる〉。三井拡山〈株）j由

貿郁がこれを担当することとなった。このため12月

1日付をもって同社地質部長菊池秀夫氏を委員に依

嘱Lた〈ζれにより委員計16名となる〉。

・出版寮内 (12月16日～1月15日発行のもの〉

1守山道夫網， rァフ 9:bの土地慣習法の構造』〈アジア
経済研究シリーズ節48娘），宍戸'tl制，『アフリカの指
導者』〈同シリーズ第50鈍〉クロノロ目ジー 3『アジ7

の動向』 11月号。


